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人とつ
ながる　豊かな心を育む　未来に

ひろがる　はむらの学び

　第 8回 HAMURAメリーリボン演劇祭が開催され、多摩地域で活動する演劇団体計 12団体が個性あふ
れる演劇を披露し、日頃の活動の成果を発表しました。
　市では「人とつながる　豊かな心を育む　未来にひろがる　はむらの学び」を生涯学習ビジョンの基本
理念として掲げております。今号では、社会教育や生涯学習に関する特集記事を掲載しています。

「社会教育、生涯学習って？」P2.3 特集

▲市公式サイト
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１　
社
会
教
育
と
は
…

　
「
社
会
教
育
」と
は「
学
校
の
教
育
課
程
と

し
て
行
わ
れ
る
教
育
活
動
を
除
い
た
教
育

活
動（
体
育
及
び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
活

動
を
含
む
。）」を
指
し
、人
々
の
自
発
性
や
学

習
意
欲
を
尊
重
し
な
が
ら
展
開
さ
れ
る
も

の
で
す
。ま
た
、社
会
教
育
は
、多
様
な
主
体

に
よ
り
、様
々
な
場
や
機
会
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。学
習
の
拠
点
と
な
る
代
表
的
な
社
会

教
育
施
設
と
し
て
、公
民
館
、図
書
館
、博
物

館
、青
少
年
社
会
教
育
施
設
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

２　
生
涯
学
習
と
は
…

　
「
生
涯
学
習
」は
、社
会
教
育
、学
校
教
育
の

ほ
か
、組
織
的
に
行
わ
れ
な
い
個
人
的
な
学

習
や
家
庭
教
育
な
ど
も
含
む
点
で
、社
会
教

育
よ
り
広
い
活
動
を
対
象
と
す
る
概
念
で
す
。

３　
社
会
教
育
委
員
と
は
…

　
東
京
都
の
多
摩
地
区
で
は
29
市
町
に
設
置

さ
れ
て
い
て
、委
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体

の
条
例
に
よ
っ
て
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。ま

た
、社
会
教
育
委
員
は
非
常
勤
の
地
方
公
務

員
で
、報
酬
が
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
社
会
教
育
委
員
制
度
は
住
民
参
画
型
の
行

政
の
仕
組
み
を
表
し
て
い
る
制
度
で
す
。委

員
は
地
域
住
民
と
行
政
の
間
に
い
る
立
場
で

「
地
域
の
声
を
行
政
に
反
映
す
る
」と
い
う
大

　
市
で
は
、社
会
教
育
活
動（
学
習
・
文
化
活

動
、ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

な
ど
）を
行
う
団
体
・
サ
ー
ク
ル
を
支
援
す

る
た
め
に「
社
会
教
育
関
係
団
体
の
登
録
制

度
」を
設
け
て
い
ま
す
。

　
登
録
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て
活
動
し
ま

し
ょ
う
。

　

登
録
申
請
方
法
な
ど
、詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

羽
村
市
社
会
教
育
関
係
団
体
に
登
録
す
る
と
…

●
団
体
と
し
て
社
会
教
育
施
設（
ゆ
と
ろ
ぎ
・

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
な
ど
）を
利
用
す
る
際

の
使
用
料
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

●
市
の
社
会
教
育
備
品（
展
示
パ
ネ
ル
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
な
ど
）を
無
料
で
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
教
育
委
員
会
が
発
行
す
る「
団
体
・
サ
ー

ク
ル
ガ
イ
ド
」（
冊
子
と
市
公
式
サ
イ
ト
）に

団
体
の
情
報
を
掲
載
で
き
、市
民
の
皆
さ
ん

や
他
の
団
体
に
活
動
を
お
知
ら
せ
で
き
ま
す
。

登
録
で
き
る
団
体
は
…

　

構
成
員
が
５
人
以
上（
そ
の
う
ち
７
割
以

上
が
羽
村
市
内
に
在
住
・
在
勤
で
あ
る
こ

と
）で
、継
続
的
に
学
習
・
文
化
活
動
や
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど
を
行

っ
て
い
る
団
体
で
す
。（
サ
ー
ク
ル
も
含
ま

れ
ま
す
。）

※
次
の
事
項
に
該
当
す
る
団
体
の
登
録
は
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
。

①
営
利
目
的
の
活
動
や
政
治
・
宗
教
的
な
活

切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、独
任
制（
一
人
一
人
が
独
立
し
た
立

場
で
職
務
を
行

う
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
）�

で
、個
人
と
し
て

調
査
研
究
を
行

っ
た
り
、教
育
委

員
会
で
意
見
を

述
べ
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
ま

す
。

４　
社
会
教
育
委
員
の
職
務

⑴
社
会
教
育
に
関
す
る
計
画
の
企
画
立
案
・

社
会
教
育
に
関
す
る
年
間
行
事
計
画
や
社
会

教
育
計
画
に
市
民
の
意
向
や
地
域
の
課
題
を

反
映
さ
せ
る
た
め
に
、積
極
的
に
関
わ
っ
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑵
教
育
委
員
会

へ
答
申
・
意
見

を
述
べ
る
こ
と

・
教
育
委
員
会

で
扱
わ
れ
る
教

育
事
案
の
う
ち
、�

社
会
教
育
事
業

と
し
て
協
議
が

必
要
で
あ
る
と

社
会
教
育
、生
涯
学
習
っ
て
？

　
社
会
教
育
委
員
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

社
会
教
育
関
係
団
体
登
録
制
度
に

つ
い
て

▲社会教育委員の会議▲提言書

▲公共施設等で配布中

動
を
行
う
団
体

②
先
生
や
講
師
が
中
心
と
な
っ
て
活
動
し
て

い
る
教
室
や
稽
古
ご
と
の
団
体

【
問
合
せ
】

●
学
習
・
文
化
系
団
体
…
生
涯
学
習
推
進
課

☎
５
７
０-

０
７
０
７

●
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
系
団
体

…
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
☎
５
５
５-

０
０
３
３

　
こ
の
ガ
イ
ド
は
、市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
地

域
振
興
課
）に
登
録
し
て
い
る「
市
民
活
動
団

体
」と
、教
育
委
員
会
に
登
録
し
て
い
る「
社

会
教
育
関
係
団
体
」及
び
羽
村
市
文
化
協
会

に
加
盟
の
あ
る「
文
化
協
会
加
盟
団
体
」の
情

報
を
一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

市
民
活
動
団
体
ガ
イ
ド

「
市
内
に
は
ど
ん
な
活
動
団
体
が
あ
る
の

か
。」「
仲
間
に
な
れ
る
か
。」「
こ
う
い
う
こ

と
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
お
願
い
し
た
い
。」

「
団
体
に
出
演
を
お
願
い
し
た
い
。」な
ど
、活

動
を
通
じ
た
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

団
体
・
サ
ー
ク
ル
ガ
イ
ド

「
こ
れ
か
ら
何
か
始
め

た
い
。」「
学
び
た
い
。」

「
参
加
し
た
い
。」と
思

っ
て
い
る
方
や
団
体
・

サ
ー
ク
ル
相
互
の
情

報
交
換
な
ど
に
活
用

「
市
民
活
動
団
体
ガ
イ
ド
」と「
団

体
・サ
ー
ク
ル
ガ
イ
ド
」を
活
用
し

て
く
だ
さ
い
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判
断
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、社
会
教
育
委

員
の
会
議
に
対
し
て
教
育
委
員
会
が
諮
問
を

行
い
ま
す
。そ
れ
を
受
け
て
、社
会
教
育
委

員
の
会
議
が
開
か
れ
、多
様
な
専
門
性
を
有

す
る
委
員
の
意
見
を
集
約
し
、「
答
申
」と
い

う
形
で
意
見
を
述
べ
ま
す
。

〇
現
在
、教
育
委
員
会
か
ら
次
の
事
案
に

つ
い
て
諮
問
を
行
っ
て
い
ま
す 

「
放
課
後
子
ど
も
教
室（
は
む
ら
っ
子
広
場
）

に
お
け
る
取
り
組
む
べ
き
方
向
性
に
つ
い
て
」

・
社
会
教
育
委
員
は
教
育
委
員
会
か
ら
の
諮

問
が
無
く
て
も
、自
発
的
に
建
議

や
意
見
書
と
い
っ
た
形
で
意
見

を
述
べ
る
ほ
か
、教
育
委
員
会
の

会
議
に
出
席
し
て
、社
会
教
育
に

し
て
く
だ
さ
い
。

※
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
公
共
施
設
な
ど
で
配
布

し
て
い
る
ほ
か
、市
公
式
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術
文
化
の
振
興

を
目
的
に
、市
内
に
住
所
を
有
す
る
青
少
年

が
全
国
大
会
な
ど
に
出
場
し
た
場
合
、そ
の

経
費
の
一
部
を
補
助
金
と
し
て
保
護
者
に
交

付
し
て
い
ま
す
。

※
青
少
年
…
満
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
に
あ
る
方

対
象
と
な
る
大
会

　
国
、地
方
公
共
団
体
、公
益
財
団
法
人
ま
た

は
そ
の
加
盟
団
体
な
ど
が
主
催
す
る
全
国
的

な
規
模
及
び
水
準
の
大
会
、国
際
大
会

補
助
対
象
者

　
全
国
大
会
な
ど
に
個
人
又
は
団
体
で
出
場

し
、か
つ
、当
該
出
場
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
青
少
年
の
保
護
者

○�

羽
村
市
を
含
む
地
域
を
対
象
と
す
る
東
京

都
大
会
、関
東
大
会
な
ど
の
予
選
を
経
て

出
場
し
た
も
の

○�
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
実
施
要
項
な
ど
で
規
定

さ
れ
た
標
準
記
録
な
ど
に
到
達
し
て
出
場

し
た
も
の

○�

競
技
団
体
な
ど
の
推
薦
を
受
け
て
出
場
し

た
も
の

全
国
大
会
な
ど
に
出
場
し
た
青
少

年
の
保
護
者
を
対
象
に
補
助
金
を

交
付
し
ま
す

関
す
る
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑶
必
要
な
研
究
調
査

・
⑴
、⑵
の
職
務
を
行
う
た
め
必
要
な
職
務

と
し
て
、研
究
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。研
究
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
デ
ー
タ

を
基
に
、課
題
を
洗
い
出
し
、そ
の
解
決
方
法

を
探
り
、意
見
と
し
て
ま
と
め
て
い
く
こ
と

で
、よ
り
実
態
を
踏
ま
え
た
提
案
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

⑷
青
少
年
教
育
に
関
す
る
助
言
指
導

・
市
町
村
の
社
会
教
育
委
員
は
、青
少
年
教

育
に
関
す
る
特
定
事
項
の
指
導
を
市
町
村
教

育
委
員
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
と
き
、社
会
教

育
関
係
団
体
や
社
会
教
育
指
導
者
そ
の
他
関

係
者
に
対
し
て
、指
導

す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。（
社
会
教
育
委
員

の
指
導
的
機
能
）

５　

�

社
会
教
育
委
員

名
簿

　

社
会
教
育
委
員
は

教
育
委
員
会
が
、四
つ

の
区
分
か
ら
委
嘱
し

ま
す
。

　
現
在
、名
簿
に
記
載

し
た
皆
さ
ん
が
社
会

教
育
委
員
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
経
費

　
青
少
年
の
大
会
出
場
に
係
る
交
通
費
及
び

宿
泊
費

※
交
通
費
…
最
も
経
済
的
か
つ
合
理
的
と
認

め
ら
れ
る
経
路
で
、公
共
の
交
通
手
段（
タ
ク

シ
ー
を
除
く
。）を
使
用
し
た
場
合
に
要
す
る

実
費
相
当
額

※
宿
泊
費
…
全
国
大
会
等
の
開
催
要
項
等
に

定
め
ら
れ
た
最
も
安
価
な
宿
泊
費
の
２
分
の

１
、全
国
大
会
等
の
開
催
要
項
等
に
定
め
の

な
い
場
合
は
、１
泊
４
，０
０
０
円
を
上
限
と

し
、日
帰
り
が
可
能
な
地
域
に
お
い
て
は
、原

則
と
し
て
交
付
し
ま
せ
ん
。

交
付
の
申
請
期
間

　
補
助
対
象
者
が
補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ

う
と
す
る
と
き
は
、当
該
全
国
大
会
等
が
開

催
さ
れ
た
日
の
属
す
る
年
度
の
末
日
ま
で

交
付
額
等

〇
補
助
金
額（
交
通
費
及
び
宿
泊
費
の
合

計
）の
交
付
限
度
額

・
個
人
…
１
５
，０
０
０
円

・
団
体
…
３
０
０
，０
０
０
円�

（
１
人
あ
た
り

の
交
通
費
及
び
宿
泊
費
の
合
計
額（
限
度
額

１
５
，０
０
０
円
）に
補
助
対
象
者
数
を
乗
じ

て
得
た
額
と
３
０
０
，０
０
０
円
を
比
較
し

て
低
い
額
を
団
体
の
交
付
額
と
し
ま
す
。）

※
国
際
大
会
は
、市
長
が
別
に
定
め
る
額

詳
し
く
は
、市
公
式
サ
イ
ト
を
御
覧
い
た

だ
く
か
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
生
涯
学
習
推
進
課�（
ゆ
と
ろ
ぎ
内
）

　
　
　
　
　

�☎
５
７
０-

０
７
０
７

区分 所属等 氏名

1 学校教育関係者 羽村市公立小中学校長会 小山　 夏樹

2

社会教育関係者

羽村市文化協会 市野　　明 

3 特定非営利活動法人　
羽村市体育協会 本田　 文栄

4 図書館ボランティア 石川　 千寿

5 華道講師 中野　 菊枝

6
家庭教育の向上
活動者

羽村市青少年対策地区　　　　　　　
委員会連絡協議会 浦野　 雅文

7 羽村市立小 ･ 中学校
ＰＴＡ連合会 清水　 雅俊

8

学識経験者

元公立小学校長
地域学校協働本部統括
コーディネーター

川津　 紘順

9 元東京都職員
（主任社会教育主事） 江上　 真一

10 元都立特別支援学校教員 荻原　　稔 

▲社会教育委員名簿
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前
教
育
長�
桜
沢
修
さ
ん
が
、文
部
科
学
省
認

定
社
会
通
信
教
育
講
座「
生
涯
学
習
支
援
実
践

講
座
生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修
」を

全
単
元
満
点
の
優
秀
な
成
績
で
修
了
し
た
こ
と

に
加
え
、市
の
生
涯
学
習
推
進
に
取
り
組
ま
れ

て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、文
部
科
学
大
臣
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
研
修
は
、具
体
的
な
生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
役
割
や
活
用
等
に
つ
い
て
学
ぶ
内

容
と
な
っ
て
お
り
、桜
沢
さ
ん
は
、昨
年
３
月
末

に
教
育
長
を
退
任
後
、５
月
か
ら
８
月
に
同
研

修
を
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
29
日
に
プ
リ
モ
ホ
ー
ル
ゆ
と
ろ
ぎ
で
受

賞
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
、社
会
通
信
教
育
協
会

の
井
出
会
長
か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

▲�桜沢修さん（右側）と井出久会長
　（伝達式にて）

【問合せ】学校教育課指導係（内線376）

【
問
合
せ
】
生
涯
学
習
総
務
課
総
務
係（
内
線
354
）

前
教
育
長
　
桜
沢
　
修
さ
ん
が
、

　
第
74
回
文
部
科
学
大
臣
賞
を

　
　
　
　
　
　
　
受
賞
し
ま
し
た

＜中学生AED講習会＞
　６月16日、杏林大学保健学部救急救命学科の
協力をいただき、市内全中学校の２年生を対象
としたAED講習会を行いました。当日は、杏林
大学の先生、学生の指導のもと、心肺蘇生法や
AEDの使用方法などを学びました。この事業は、
羽村市・杏林大学連携事業の一環として実施
しています。

＜アートinはむら展鑑賞教室＞
　６月29日～７月７日、プリモホールゆとろぎで行われたアートinはむら展の会期に合わせ、アートinはむ
ら展鑑賞教室を行いました。この鑑賞教室は、市内全小学校の４年生を対象とし、図画工作の授業の一環とし
て実施しているもので、今年で15年目となります。　
　鑑賞教室の期間、延べ136人のボランティアの方や、作家の方に協力をいただき、児童は、様々な作品を鑑賞
したり、お気に入りの作品の感想などをまとめたりしました。

＜オーケストラ鑑賞教室＞
　５月12日、国立音楽大学の協力をいただき、オーケ
ストラ鑑賞教室を行いました。この鑑賞教室は、市内全
小学校の５年生を対象とし、音楽の授業の一環として
実施しているものです。
　当日は、楽器の紹介なども交じえながら、生のオーケ
ストラの迫力ある演奏を鑑賞することができました。

▶
心
肺
蘇
生
を
す
る
生
徒
た
ち

▶
演
奏
の
様
子

▶
作
家
を
囲
ん
だ
対
話
型
鑑
賞

　
の
様
子

▶�

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

学校教育の様子Photo News
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プ
リ
モ
ホ
ー
ル 

ゆ
と
ろ
ぎ
か
ら

●
公
演
情
報

日 
時
…
1０
月
９
日（
月
・
祝
）午
後
５
時
開
演（
午

後
４
時
半
開
場
）

会
場
…
ゆ
と
ろ
ぎ
大
ホ
ー
ル

出  

演
者
…
ウ
ィ
ー
ン
の
一
流
音
楽
家
、子
ど
も
国

際
交
流
音
楽
祭
合
唱
団
、西
多
摩
出
身
若
手
音

楽
家　
ほ
か

定
員
…
６
５
８
人

チ
ケ
ッ
ト
…
ゆ
と
ろ
ぎ
窓
口
で
販
売
中

価
格
…
１
，０
０
０
円（
未
就
学
児
不
可
）

22
ｎ
ｄ
ア
ー
ト
ｉ
ｎ
は
む
ら
展
を

開
催
し
ま
し
た

　

６
月
27
日
か
ら
７
月
９
日
に
開
催
し
た
ア
ー
ト

ｉ
ｎ
は
む
ら
展
で
は
総
勢
6０
名
以
上
の
多
摩
地
域

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
魅
力
的
な
現
代
ア
ー
ト

が
展
示
さ
れ
、延
べ
２
，３
５
９
人
も
の
方
々
に
御

来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、市
内
の
小
学
４
年

生
を
対
象
に
授
業
の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
る

鑑
賞
教
室
で
は
、子
供
た
ち
が
目
新
し
い
作
品
を

目
の
前
に
し
て
、一
生
懸
命
感
想
を
書
い
て
い
る

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、開
催
期
間
中
に
は
三
つ
の
関
連
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

７
月
１
日
に
は
わ
く
わ
く
鑑
賞
ツ
ア
ー
ナ
イ
ト
、

７
月
９
日
に
は
わ
く
わ
く
鑑
賞
ツ
ア
ー
を
開
催
し
、

作
家
と
参
加
者
が
作
品
に
つ
い
て
の
感
想
を
出
し

合
い
、対
話
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

７
月
８
日
に
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
ワ
ク
ワ
ク

す
る『
わ
く
』を
つ
く
ろ
う
！
」を
行
い
、子
供
た
ち

が
そ
れ
ぞ
れ
の
額
に
好
き
な
飾
り
で
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
枠
を
作
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

子
ど
も
国
際
交
流
音
楽
祭

　

多
摩
・
島
し
ょ
広
域
連
携
活
動
助
成
事
業
の
一

環
と
し
て
、子
ど
も
国
際
交
流
音
楽
祭
を
開
催
し

ま
す
。

　

音
楽
祭
で
は
、音
楽
の
都
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
一
流

の
音
楽
家
と
、羽
村
市
・
奥
多
摩
町
・
檜
原
村
の

小
学
５
年
生
か
ら
18
歳

ま
で
の
子
供
か
ら
な
る

合
唱
団
が
交
流
演
奏
を

披
露
し
ま
す
。合
唱
団
の

子
供
た
ち
は
今
、本
番
に

備
え
て
合
唱
曲
の
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
生
涯
学
習
推
進
課�（
ゆ
と
ろ
ぎ
内
）

☎
５
７
０-

０
７
０
７

▲

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
様
子

小
中
学
生
な
ど
を
無
料
招
待
！

　
羽
村
市
・
奥
多
摩
町
・
檜
原
村
の
小
学
生
か

ら
18
歳
ま
で
の
方
と
そ
の
保
護
者
１
人
に
、招

待
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。（
先
着
4００
人
）

　

御
希
望
の
場
合
は
、９
月
６
日
㈬
ま
で
に
ゆ

と
ろ
ぎ
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

★ 

外
部
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

　
図
書
館
に
本
を
直
接
返
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、外
部
ブ
ッ
ク
ポ
ス

ト
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
羽
村
駅
、小
作
駅
、西
多
摩
農
業
協
同
組
合
本
店
、東
児
童
館
及
び
市
役
所

庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
に
外
部
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

※�

Ｃ
Ｄ
、カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
、ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
、東
京
都
立
図
書
館

や
他
市
か
ら
の
借
用
資
料
や
Ｃ
Ｄ
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
が
付
属
し
て
い
る
本
や

雑
誌
、リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド
は
、開
館
し
て
い
る
時
間
に
図
書
館
に
直
接

返
し
て
く
だ
さ
い
。

［
外
部
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
の
設
置
場
所
及
び
利
用
可
能
な
時
間
］

・
羽
村
駅
改
札
前
…
24
時
間（
年
末
年
始
を
除
く
）

・
小
作
駅
改
札
前
…
24
時
間（
年
末
年
始
を
除
く
）

・
西
多
摩
農
協
本
店
内
…
午
前
８
時
か
ら
午
後
９
時（
年
末
年
始
を
除
く
）

・
東
児
童
館
・
・
・
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時（
木
曜
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

・
羽
村
市
役
所
庁
舎
1
階
ロ
ビ
ー
…
午
前
８
時
3０
分
か
ら
午
後
5
時
15
分

（
土
日
祝
・
年
末
年
始
を
除
く
）

プ
リ
モ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
む
ら（
図
書
館
）か
ら

★ 

図
書
館
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

　
図
書
館
で
は
毎
週
金
曜
日
に
、登
録
い
た
だ
い
て
い
る
方
に
メ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン
を
配
信
し
て
い
ま
す
。メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
は
、図
書
館
の
新
着
資
料

情
報
、お
は
な
し
会
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
予
定
、そ
の
他
お
知
ら
せ
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。手
軽
に
図
書
館
の
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

ぜ
ひ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　
登
録
は
図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の「
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

の
登
録
は
こ
ち
ら
か
ら
」を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
図
書
館　
☎
５
５
４-

２
２
８
０

▲�図書館ウェブ
サイト

▲�合唱団の練習風景
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旧
下
田
家
住
宅（
国
指
定
重
要
有

形
民
俗
文
化
財
）に
つ
い
て
、８
月
か

ら
12
月
頃
に
行
わ
れ
て
い
た
年
中
行

事
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

十
五
夜

　

旧
暦
８
月
15
日
の
満
月
に
お
祝
い

を
し
ま
し
た
。家
の
縁
側
に
台
を
出

し
て
、そ
の
上
に
団
子
、サ
ト
イ
モ
、

サ
ツ
マ
イ
モ
、カ
ボ
チ
ャ
、栗
、柿
な

ど
、収
穫
し
た
も
の
を
お
供
え
し
て

い
た
そ
う
で
す
。団
子
の
材
料
は
米

粉
で
は
な
く
、自
分
の
畑
で
育
て
た

小
麦
の
粉
を
使
用
し
、一
年
の
月
の

数
と
い
う
意
味
で
12
個
を
お
供
え
し

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、ス
ス
キ
や
オ
ミ

ナ
エ
シ
、ハ
ギ
、シ
オ
ン
な
ど
を
飾
り

ま
し
た
。ス
ス
キ
を
飾
る
際
に
は「
短

く
切
っ
た
ら
、子
供
が
小
さ
く
な
っ

て
し
ま
う
。」と
、長
く
伸
び
て
い
る

も
の
を
採
っ
て
き
て
そ
の
ま
ま
飾
っ

た
そ
う
で
す
。

十
三
夜　

　

旧
暦
の
９
月
13
日
に
も
、十
五
夜

と
同
じ
お
供
え
物
を
し
て
お
月
見
を

し
た
そ
う
で
す
。十
五
夜
と
十
三
夜

の
お
祝
い
は
同
じ
場
所
で
し
な
い
と

縁
起
が
悪
い
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
ま
せ
ん
か
？

　

体
を
動
か
す
機
会
が
減
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

Ｓ
＆
Ｄ
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
羽
村
で
は
、気
軽
に

始
め
ら
れ
る「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」を
お
す
す
め
し

て
い
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
は
生
活
習
慣
病
予
防
や
心

肺
機
能
の
向
上
、ス
ト
レ
ス
解
消
と
い
っ
た
効
果

が
あ
り
ま
す
。

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
る
に
当
た
り
、羽
村
市

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
が
監
修
・
作
成
し

た「
羽
村
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
」を
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。市
内
五
つ
の
コ
ー
ス
を
紹
介
し
て

い
ま
す
の
で
、体
力
に
合
わ
せ
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、理
想
の
フ
ォ

ー
ム
や
靴
の
選
び
方
や
履
き
方
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

前
後
の
注
意
書
き
な
ど
も
掲
載
し
て
お
り
、正
し

い
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
で
、ケ
ガ
を
防
止
で

き
る
な
ど
、初
心
者
で
も
安
心
し
て
始
め
ら
れ
ま

す
。

　
「
羽
村
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
」は
Ｓ
＆
Ｄ

ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
羽
村
等
で
配
布
し
て
い
る

ほ
か
、市
公
式
サ
イ
ト
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、市
で
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
関
す
る
イ
ベ

ン
ト
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

郷
土
博
物
館
か
ら

【
問
合
せ
】
郷
土
博
物
館　
☎
５
５
８-

２
５
６
１

【
問
合
せ
】

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

（
Ｓ
＆
Ｄ
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
羽
村
内
）

☎
５
５
５-

０
０
３
３

▲旧下田家住宅のお月見かざり

▲羽村市ウォーキングマップ

ど
う
し
て
も
同
じ
場
所
で
お
月
見
が

で
き
な
い
場
合
に
は
、供
物
を
家
に

持
ち
帰
っ
て
き
て
食
べ
る
と
良
い
そ

う
で
す
。

カ
ー
ビ
タ
リ

　

12
月
１
日
を
カ
ー
ビ
タ
リ
の
日
ま

た
は
馬
の
正
月
、馬
の
節
供
と
も
い

っ
た
そ
う
で
す
。

　

馬
を
飼
っ
て
い
る
家
で
は
、こ
の

日
は
、朝
に
モ
チ
を
つ
い
て
ア
ン
コ

入
り
の
大
福
を
作
り
ま
し
た
。こ
の

大
福
を「
水
神
様
に
あ
げ
申
す
。」と

い
っ
て
家
の
床
の
間
に
供
え
、そ
の

一
部
を「
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
に
お

ま
か
せ
申
す
。」と
唱
え
て
多
摩
川
に

流
し
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、こ
の
日
に
は
一
年
中
よ
く

働
い
た
飼
い
馬
に
も
大
福
を
あ
げ
る

日
で
、馬
も
喜
ん
で
食
べ
た
そ
う
で

す
。

Ｓ
＆
Ｄ
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
羽
村
か
ら

　
「
四
季
の
ウ
ォ
ー

ク
」は
、羽
村
市
ス
ポ

ー
ツ
推
進
委
員
協
議

会
が
中
心
と
な
り
、四

季
折
々
の
自
然
や
史

跡
を
楽
し
み
な
が
ら

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
９
月
23
日
㈯
と
令
和
６
年
３
月
24

日
㈰
に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
２
月
開

催
予
定
の「
歩
き
方

教
室
」で
は
、い
つ
ま

で
も
自
分
の
足
で
歩

き
続
け
る
た
め
の
筋

力
の
鍛
え
方
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。実
技
で
は
上

半
身
の
運
動
と
と
も
に
、歩
幅
も
広
が
り
、運
動

強
度
が
高
く
な
る
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
行

い
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、広
報
は
む
ら
や
市
公
式

サ
イ
ト
に
掲
載
し
ま
す
の
で
、確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

　
み
な
さ
ん
も
秋
の
紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
、ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
ま
せ
ん
か
？

▲四季のウォーク▲歩き方教室



教教  

育育  

随随  

想想教
育
委
員
会
委
員

海
東
　
朝
美

　「
見
え
な
い
と
始
ま
ら
な
い
。視
よ
う
と
し
な
い
と
始
ま
ら
な
い
。」こ
れ
は
、イ

タ
リ
ア
の
物
理
学
者
ガ
リ
レ
オ
の
言
葉
で
す
。世
の
中
に
は
、視
よ
う
と
し
な
い
と

見
え
な
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。今
、目
の
前
に
あ
る
対
象
は
、見
え
て
は

い
ま
す
が
、存
在
や
状
態
を
認
識
し
て
い
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。そ
れ
は
多
く
の
場
合
、

興
味
を
も
っ
て
意
識
し
て
見
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
す
。反
対
に
、自
分
が

興
味
の
あ
る
も
の
を
見
る
と
き
は
、視
よ
う
と
意
識
し
な
が
ら
集
中
し
て
視
る
の

で
、ま
っ
た
く
違
っ
た
見
え
方
を
作
り
出
し
て
い
る
は
ず
で
す
。こ
れ
は
、正
に
考

え
る
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、様
々
な
こ
と
に「
興
味
を
も
つ
」こ
と
は
、脳
の
発
達
に
実
に
大

き
く
関
係
し
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
複
雑
な
時
代
を
生
き

る
私
た
ち
は
、ま
ず
は
様
々
な
情
報
に
つ
い
て「
な
ぜ
？
」「
本
当
に
そ
う
な
の
か

な
。」と
興
味
を
も
っ
て
視
て
み
る
、そ
こ
か
ら「
学
ん
で
、気
付
い
て
、行
動
し
て
み

る
」そ
ん
な
学
び
方
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、生
涯
学
び
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
事
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　
さ
て
、少
子
高
齢
化
が
加
速
度
的
に
進
行
す
る
昨
今
、人
口
減
少
へ
の
対
応
が
求

め
ら
れ
る
事
案
が
、す
で
に
た
く
さ
ん
出
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
れ
て
い
る
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。10
年
、20
年
後
に
も
続
く
豊
か
な
人
の
営
み
と
活

気
あ
ふ
れ
る「
ふ
る
さ
と
羽
村
」の
ま
ち
づ
く
り
は
、こ
れ
か
ら
の
地
域
・
社
会
を

担
う
子
供
た
ち
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。そ
の
子
供
た
ち
を
ど
の
よ
う
に
育
成
し
て

い
く
か
、そ
こ
に
期
待
の
か
か
る
一
つ
が
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
で
す
。子

供
た
ち
と
保
護
者
・
地
域
・
社
会
と
が
つ
な
が
り
な
が
ら
、「
地
域
と
共
に
あ
る
学

校
」を
核
と
す
る
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
創
り
、保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
が

学
校
運
営
に
参
画
し
、子
供
も
大
人
も
互
い
が
学
び
合
え
る
体
制
を
整
え
て
い
く

こ
と
が
急
が
れ
ま
す
。

　
日
々
の
学
び
に
多
様
な「
人
・
も
の
・
こ
と
」と
か
か
わ
り
な
が
ら
学
ぶ
場
は
、

か
か
わ
る
全
て
の
人
の
興
味
・
関
心
を
広
げ
、「
人
・
も
の
・
こ
と
」と
の
つ
な
が

る
意
味
や
そ
こ
に
隠
れ
て
い
る
本
質
に
出
会
う
き
っ
か
け
と
も
な
り
ま
す
。さ
あ
、

皆
さ
ん
で「
市
民
総
が
か
り
の
教
育
」を
目
指
す
時
で
す
。

「
市
民
総
が
か
り
」
で
学
び
合
う

～
羽
村
市
の
入
学
資
金
融
資
制
度
を

　
　
　
　
　
　
　
　
活
用
し
ま
し
ょ
う
～

受
験
生
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

～
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ
～

学
校
給
食
費
の
納
入
を
お
忘
れ
な
く
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▲制度について
　（市公式サイト）

融
資
資
金
の
対
象
・
限
度
額

利
子
と
保
証
機
関
の
保
証
料
の

全
額
補
助

●�

融
資
資
金
の
対
象
は
、入
学
手
続
と
同
時
に
学

校
に
入
金
す
る
入
学
金（
料
）と
入
学
支
度
金
で

す
。入
学
金（
料
）は
施
設
費
を
含
み
ま
す
。入
学

支
度
金（
料
）は
、制
服（
体
育
着
な
ど
を
含
む
。）、

教
科
書
な
ど
の
経
費
で
、年
度
内
に
支
払
う
も

　
利
子
は
市
が
全
額
補
助
し
ま

す
の
で
無
利
子
の
融
資
に
な
り

ま
す
が
、保
証
機
関
の
保
証
を

受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。そ
の

保
証
料
に
つ
い
て
も
、市
が
全

額
補
助
し
ま
す
。

　

高
等
学
校
や
大
学
な
ど
に
入
学
す
る
際
に
要
す

る
入
学
金
や
入
学
支
度
金
の
融
資
を
市
内
の
金
融

機
関
に
あ
っ
せ
ん
し
、
そ
の
融
資
に
対
す
る
利
子

等
を
全
額
補
助
し
ま
す
。

　

入
学
資
金
の
調
達
に
お
困
り
の
方
は
、
ぜ
ひ
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】生
涯
学
習
総
務
課
総
務
係（
内
線
354
）

の
が
対
象
と
な
り
ま
す
。（
※
領
収
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。）

●�

入
学
金（
料
）の
限
度
額
は
1００
万
円
、入
学
支
度

金
の
限
度
額
は
2０
万
円
で
す
。た
だ
し
、入
学
者

が
複
数
の
場
合
は
、入
学
支
度
金
に
つ
い
て
は

2０
万
円
×
人
数
と
な
り
ま
す
が
、同
一
世
帯
に

対
す
る
限
度
額
は
入
学
金
も
含
め
12０
万
円
で
す
。

　

学
校
給
食
の
食
材
料
費
は
、保
護
者
の
皆
さ
ん

に
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
た
め
、給
食
費
が

未
納
に
な
る
と
、食
材
の
購
入
に
影
響
が
あ
り
ま

す
。

　

給
食
費
は
、口
座
振
替
で
納
付
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、残
高
不
足
な
ど
に
よ
り
未
納
と
な

っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、口
座
残
高

の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、未
納
の
場
合
は
学
校
か
ら
連
絡
が
あ
り

ま
す
の
で
、速
や
か
に
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】学
校
教
育
課
学
務
係（
内
線
358
）

　
給
食
費
一
覧（
月
額
）

　
小
学
校　

�

１
・
２
年
生
：
３
，８
７
０
円

　
　
　
　
　
３
・
４
年
生
：
４
，０
４
０
円

　
　
　
　
　
５
・
６
年
生
：
４
，２
１
０
円

　
中
学
校　
　
　
全
学
年
：
４
，７
５
０
円

　
引
き
落
と
し
の
際
に
は
、別
途
手

数
料
が
か
か
り
ま
す
。

※
各
学
校
の
食
数
に
よ
り
、３
月
分

の
金
額
は
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。



教育相談室
適応指導教室
ハーモニースクール・はむら

I N FORMAT ION 羽村市役所（代表）Tel 555-1111
プリモホールゆとろぎ 
プリモライブラリーはむら（図書館）

S＆Dスポーツアリーナ羽村
（スポーツセンター）
S＆Dスイミングプラザ羽村
（スイミングセンター）

特定非営利活動法人羽村市文化協会は、市や教育委員会と協働して、市の文化を推進していくための団体です。

羽
村
市
文
化
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
５
７
９
ー
２
７
７
２
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「
は
む
ら
の
教
育
」を

御
覧
に
な
っ
た
感
想
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
「
は
む
ら
の
教
育
」の
掲
載
内
容
の

充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、御

覧
に
な
っ
た
感
想
や
意
見
を
メ
ー
ル

等
で
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

【
記
載
事
項
】

　

�

件
名「
は
む
ら
の
教
育
感
想
」、年

齢
、性
別
、住
ま
い
の
地
域
、感
想
内

容

�（
例
）年
齢
…
４０
代

　
　
性
別
…
女
性

　
　
住
ま
い
の
地
域
…
羽
村
市
緑
ヶ
丘

　
　
感
想
・
意
見
…
○
○
○
○
○
○

【
送
付
方
法
】

　
メ
ー
ル
ま
た
は
郵
送

〈�

メ
ー
ル
〉

　

s700000@
city.ham

ura.tokyo.�

　

jp

〈�

郵
送
〉

　
〒
２
０
５-

８
６
０
１

　
羽
村
市
緑
ヶ
丘
５-

２-

１

　
羽
村
市
役
所　
生
涯
学
習
総
務
課　
宛

※�

頂
戴
し
た
感
想
は
、今
後
の
参
考
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】生
涯
学
習
総
務
課
総
務
係

　
　
　
　
（
内
線
354
）

■第96回サロンコンサート　♪　～初秋のライブハウスの響きをここに～　♫
　【日時】9月9日㈯開演正午から（開場11時30分から）
　【会場】プリモホールゆとろぎ　小ホール（入場無料・直接会場へ）　定員230名
　【出演】VIVA��DE　FUNK（ビバ�デ�ファンク）　羽村市で活動しているオヤジバンド（女性含む）
　　　　構成　ボーカル、サックス、トロンボーン、ブルースハープ、ギター、ベース、キーボード、
　　　　パーカッション、ドラム
　【主催】羽村市文化協会　【共催】羽村市教育委員会、羽村市音楽連盟

■�第５4回羽村市文化祭【10月8日㈰～11月3日（金・祝）】
　【会場】プリモホールゆとろぎ

【主催】第54回文化祭実行委員会　　【後援】羽村市・羽村市教育委員会・羽村市文化協会

開会式　10月８日㈰　小ホール
展示 特別企画

10月11日㈬～ 15日㈰ 1期:東洋的な表現

10月8日㈰

文化講演会

10月18日㈬～ 22日㈰ 2期:西洋的な表現
　　都立羽村高校美術部 「自分から始める生涯学習」（仮題）

10月25日㈬～ 29日㈰ 3期:東・西洋的な表現、　
　　28日㈯茶道 講師・神山敬章先生（明星大学名誉教授）

ホール シンポジウム・アトラクション
10月14日㈯ 日舞、芸能　他

10月21日㈯
「ふれあいステージ」

10月15日㈰ 洋舞 北杜市・北の杜吹奏楽団
10月21日㈯ 洋舞　他 都立羽村高校軽音楽部、ダンス部
10月22日㈰ 邦楽、芸能　他

11月3日
（金・祝）

1部　亜羅仁＆りり杏　
10月28日㈯ 合唱 　　��エキサイティングマジックショー
10月29日㈰ 洋楽器、舞踊 2部　岩崎由美恵「歌はいつもそばに」

体験教室 ＜幕間＞草笛の演奏（ホワイエ）
10月15日㈰

ホール�
部門

男声合唱、詩吟
小・中学生習字及び俳句（一般市民）公募10月28日㈯ 大正琴、フラダンス、クラ

シックバレエ、マジック
10月29日㈰ フォークダンス、盆踊り <応募方法>

ゆとろぎで配布している応募用紙を9月1日㈮から�
9月20日㈬までに窓口にお持ちください。＊展示部門は、開催期間中の各展示会場で実施します。


